
先輩職員インタビュー １

契約管財課 平井 主任補

（2023年入庁）
1991年生まれ、静岡県浜松市出身。
前職では東京都内で医療関係の業務に従事。

ヒライ

Q１帯広市の暮らしやすさ・魅力

Q２おすすめエリア・お店

Q３休日の過ごし方・趣味

移住した私にとって寒さは想像以上でしたが、冬に見られる
ダイヤモンドダストはとても幻想的で、夏は多くの緑に囲ま
れ、年中自然を体感しながら過ごすことができます。
また、酪農王国の名のとおり、とにかく食べ物が安くて美味
しい！！特に「セイコーマート」のティラミスは毎日でも食
べたい美味しさです。

十勝管内の様々な場所で見られる、白樺並木がおすすめです。
夏の白樺は青々として逞しく、冬は雪化粧をしてとても綺麗
です。
また、子どもたちはアイスが大好きなので、帯広市の「ウエ
モンズ・ハート」や池田町の「ハッピネスデーリィ」にアイ
スを食べに行っています。

4歳と2歳の子どもと一緒に、公園で遊んでいます。十勝管内
には広大な敷地の公園がいくつもあり、遊具も色々な種類が
あるため飽きません。親としては、帰るタイミングを見つけ
るのが非常に大変です。
また、小説を読みながら大好きなコーヒーを飲む休日があっ
たらいいなと思いつつ、実際には絵本を読みながら子供たち
とペンギン体操をすることが多いです。

2023年～ 現所属

事務職①

Q１所属部署の主な業務内容

Q２一番印象に残っている出来事

Q３帯広市で働くことの魅力

契約管財課は、帯広市が所有している土地、建物などの公有
財産について売払い等の検討を行ったり、市が発注する工事
等の入札・契約を統括する部署です。
入庁１年目で、市有地の貸付けや公共施設のデータをとりま
とめる業務などを担当しています。

帯広市の規定を見直したことです。各課から相談を受けた内
容について、他の自治体の規定や事例を調べ、現在のルール
をどのように変えていくことが良いのかを検討を重ねました。
帯広市の可能性がさらに広がるような案件で、私自身取り組
みながらすごくワクワクした気持ちになりました。

帯広市は、自然や食、観光など多くの魅力が溢れる十勝地方
の中核都市であり、市が中心となって、十勝がさらに発展す
るためのルールを検討していくなど、常にチャレンジングな
都市であると感じています。１年目でも重要な課題を担当で
き、自分の業務が市全体、十勝全体と大きな仕事につながっ
ていく、やりがいのある仕事ができることが魅力です。


